




























　日本人は舌尖後音の zh, ch, shを舌面音の j, q, xに発音する状態がよく





　中国語の中の 組の無気音と有気音の組合b-p, d-t, g-k, j-q, z-c, zh-chは、
日本人にとって区別が難しく、よく混同してしまう。例として潘－班や他
－搭が挙げられる。これは日本語には有気音がなく、清音の p, t, kであっ
ても無気音になってしまう傾向があるためである。例えば「たたみ」とい
う単語につき、後ろの「た」[t‘a] を実際には [ta] と発し、従い [t‘a ta mi]





　中国語の h [x] は舌根清擦音であり、f [f] は唇歯清擦音であるが、日本




結果としてすべて [ɸ] の音で読んでしまい、上記 つの区別がなくなって
しまう。例えば「 」は「しふあん[ʃɸɯan]」・「 」は「ちふあん[tʃiɸɯan]」
と発音してしまうわけである。ここで説明しておくべきことは、日本語の
は行の子音 [h] と h [x] の発音はほぼ同じであり、[h] を [x] に変えていくの
は決して難しいことではなく、一般的に日本人にとって h [x] の音は比較
的学び易いということである。最も難度の高いものは f [f] であり、既に
中国語で会話ができる日本人学習者であっても、この音をうまく把握でき
ず、うっかりすると [ɸ] で発音してしまうことがよく見られる。
　日本人にとり、中国語の濁擦音 r [ʐ] と l [l] の区別も難しい。例え
日本人中国語学習者によく見られる誤り
ば「 （rè）」と「 （lè）」である。これは日本語のら行の輔音は [ɾ]
と [l] の間の音であり、ある時には [l] に、又ある時には [ɾ]
に近く発し、特に日本語の「り」[ɾi] は中国語の r [ʐ] と似ているといった
ことから、rと lの混同が現れることになる。
．母音
　日本語には eと uの音はない。日本人が eを発音する際、子音 g, k, hの
後につけると、口の開け方が小さすぎるために、結果 [ɯ] と読んでしまう
ことになる。例えば、「 」の「 」（kè）が「 」（kù）に近くなって
しまう場合、zh, ch, shのあとにつける時に捲舌の「ɣ r」と読んでしまう
場合、z, c, sの後につける時に [ɿ] となってしまう場合が挙げられる。ま
た uを発音する場合、よく日本語のう段の元音 [ɯ] と混同してしまう。こ





の音で発音してしまうことが多い。例えば「 」[k‘u] は「く」[k‘ɯ] に、「 」






　中国語の母音 iについては 種類の読み方がある。 つめは子音 z, c, s
の後ろでは舌尖前元音 [ɿ] と発し、 つめは zh, ch, sh, rの後ろでは舌尖後
元音 [ʅ] と発し、 つめはその他の子音に付く場合及び自ら音節を作ると
きは一律 [i] と発する。日本語には読み方を示す仮名「い」[i] がある関係で、













には iは [ʅ] と発することを気づかせさえすれば、すぐに正しく発音でき
ることは間違いない。但し、この頑固な癖を根本的に直すことはかなり難
しく、間違うたびに何度も根気強く指導を繰り返す必要がある。
　この他、日本人はよく「 ・ ・ 」と「 ・ ・ 」と読んでしまう
が、これは前述の子音 zh, ch, shと j, q, xが混同してしまう原因の他に、
母音 iの読み間違いも関係あるのではないのだろうか？　筆者は関係あり
と断言できる。
　日本人は時に sの後の i、つまり舌尖前音元音 [ɿ] を日本語の「う」[ɯ]
と発してしまう癖がある。例えば「 」（sì）を「す」（sɯ）と読み、結




習者はこれを [ə] 又は [ɐ] と読んでしまう傾向にあるが、これは日本人の
発音習慣により舌先を巻き上げられないことに関係している。
　上述の単母音以外、日本人は下記の複母音の区別も難しい。具体的には
an-ang, eng-ong, uo-ou, üe-ie, iou-iong, uan-uang, üan-ianであり、これら
の複母音の字については聞き取りにせよ発音にせよ、すべてにおいて混同
が見られる。例えば、 － ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ―


































































































まい、「 （chǎo jià）」→ chāo jiàや「 （shǒu xù）」→ shōu xùとなっ
てしまうこと、又第三声＋第二声の場合、よく第三声と降調に読んでしま









（běi biān）→ bēi biān・ （yǎnjīn）→ yānjīn・ （bàngōnglóu）



















































































































































　　 （yīng）： 、 、 、 　（ がこれらの字の音符代表字）
　　 （shàn）： 、 、 、 　（ がこれらの字の音符代表字）
　 ．声調代表字。四声には24の組み合わせがあり、 組に つの字を
代表として挙げ、声調教育の基準としている。発音の難度及び第三声が言
葉の流れの中で変調を起こす場合、24種の組み合わせの中で最も声調を













































位置が移動してしまう。例：「 」→「 」（3）組み立ての喪失。例：「 」
→「 」（4）画数の増減。例：「 」→「 」・「 」→「 」（5）変形。例：






















　 ―歩　　 ―対　　 ―帯　　 ―況　　 ―減
　 ―涼　　 ―決　　 ―浄　　 ―浅　　 ―収
　 ―器　　 ―卓
（2）変形
　 ―所　　 ―辺　　 ―船　　 ―団　　 ―写
　 ―舎　　 ―黒　　 ―画　　 ―角　　 ―別
日本人中国語学習者によく見られる誤り
　 ―旅　　 ―判　　 ―春　　 ―微　　 ―推
　 ―反　　 ―今　　 ―低　　 ―戸　　 ―真









　 ―長　　 ―習　　 ―魚　　 ―風　　 ―園
　 ―師　　 ―館　　 ―紹　　 ―場　　 ―熱
　 ―遅　　 ―楽　　 ―済　　 ―乗　　 ―予











　　 ― 　　 ― 　　 ― 　　 ―
　　 ― （顔）　　 ― 　　 ― （聞）
　　 ― （経験）　　 ― （愛）人
　　 ― （車）　　 ― （場）　　 ―
　　 ― 　　 ― 　　 ―
　　 ― （長所）　　 ― 　　 ― （化）
　　 ― 　　 ―





















想からくる間違いもある。例えば「 」を「 」に、「 」を「
」と書いてしまうことがその例である。「 」は日本語では「映画」
であり、中国語では「 」と「 」の発音は近いため、結果「 」と書












　① ― 　　 ― 　　 ― 　　 ― 　　 ―
　② ― 　　 ― 　　 ― 　　 ―
　③ ― （huán）
　④ ― 　　 ― 　　 ― 　　 ― 　　 ―
　　 ― 　　 ― 　　 ―
　⑤ ― 　　 ― 　　 ― 　　 ―
　　 ― 　　 ― 　　 ―
　上記の間違いは発音が不正確であるために起きる書き取りの間違いであ
る。読み間違いは子音・母音・声調のどの部分でもあり得る。子音では、
日本人にとって中国語の中の 種類の有気音と無気音 b-p, d-t, g-k, j-q, 
z-c, zh-chの区別が難しく、よく聞き間違える関係で上記①のような書き










ある。例として「 ― 」は上記④と⑤の間違い、「 ― 」の「 」
と「 」は上記①と④と⑤の間違いが絡み合っていることから起きている。
（6）書き方の間違い






























の「 」・「 」の「 」・「 」の「 」・「 」の一画めの「 」等は、日
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Examples of Common Errors among Japanese Students 
in Chinese Language Learning
WANG Youmin
 Common mistakes made by Japanese in Chinese language learning are 
different from those made by Europeans and Americans. Based on many 
years of teaching experience, the author illustrates common mistakes made 
by Japanese students from two aspects: pronunciation and Chinese 
characters, and through the comparison of Chinese and Japanese languages 
analyses the causes of the errors and ways to correct them.
 In terms of pronunciation, there are consonants, vowels and intonation 
errors. At present, there are two misunderstandings in phonetic teaching: that 
phonetics can be taught in a short period of time, and the lack of highlights in 
phonological teaching. The author puts forward four suggestions for 
improvement of these two misunderstandings.
 Japanese students make many mistakes in writing Chinese characters, 
furthermore these mistakes are different to students from Europe and the 
United States. The author has identified six categories for these errors, 
mainly caused by the interference of Japanese Chinese characters.
